




【毒虫に指されたときの対処法】常備：虫除けスプレー・ムヒアルファ EX・消毒液・傷テープ・とげ抜き
＜ハチ＞※ムヒアルファ EX
刺された直後から 20分以内に全身にかゆみを伴った赤みや腫れが生じ、重症の場合は呼吸困難などの症状が出現し、
アナフィラキシーショックで死に至ることがあるため、注意が必要です。
ハチに刺されたら、まずは安静にして 20分ほどは様子をみましょう。
異常がみられなくても、念のため 1時間程度は体調の変化に注意しましょう。
また、気分が悪くなるようであれば救急車を呼びましょう。
局所の軽い皮膚症状であれば、炎症抑制効果のあるステロイド外用薬を塗布し患部を冷やすことも効果的です。

＜ムカデ＞※ムヒアルファ EX
ムカデに咬まれると、直ちに強い痛み・赤み・腫れが発生します。また、ムカデの毒によってアレルギー反応を示す人も
おり、場合によってはアナフィラキシーショックに至る例もあります。
炎症が酷い場合が多いため炎症を抑えるステロイド成分が配合された外用薬が効果的です。

＜マダニ＞
マダニは吸血の際、唾液腺からセメント物質を分泌して口器の周囲を固めるため、吸血から日数が経つとマダニを除去す
るのが困難になります。無理に引き抜こうとせず皮膚科を受診して除去してもらいましょう。

＜蚊（ヒトスジシマカ）＞※ムヒアルファ EX
掻くと症状が悪化するため、掻かずに早めにかゆみを止める抗ヒスタミン成分や炎症を抑えるステロイド成分を配合した
外用薬を塗りましょう。また、冷やしたり清涼感成分が配合された外用薬でかゆみを鎮めたりするのも効果的です。

＜アリ＞※ムヒアルファ EX
刺されて皮膚炎を起こすアリとしてハリアリ類やヒアリ類があります。
ハリアリの雌は尾端部に毒針があり、刺されると軽い痛みが出現しますが 1時間以内に治まります。
軽症であれば経過観察か抗ヒスタミン成分配合の外用薬を、炎症反応が強い場合はステロイド外用薬を塗布しましょう。
何度か刺されるとかゆみを伴う赤みや腫れが出現する場合もあり、時にはアナフィラキシー症状をきたすこともあります。

＜ブユ（ブヨ）＞※ムヒアルファ EX
かゆみを止める抗ヒスタミン成分と炎症を抑えるステロイド成分が配合された外用薬を早めに塗りましょう。


